
奥村組の施工BIM

設計・施工検討の深化！
常に進化するBIMモデルの活用法

株式会社奥村組 中川英臣

株式会社奥村組 脇田明幸
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工事概要

◼ 受注方式：設計施工一貫（意匠・設備は設計施工分離）
◼ 建設地 ：大阪府
◼ 主要用途：展示場
◼ 設計期間：2023年5月～2023年10月（6か月）
◼ 工事期間：2023年11月～2024年10月（12か月）
◼ 階数 ：地上1階
◼ 主体構造：Ｓ造
◼ 敷地面積：2,126 ㎡
◼ 建築面積：1,290 ㎡
◼ 延床面積：1,558 ㎡

◼ 発注者名（建築主）/ 建物名称（工事名称）/ 設計事
務所 は記載しないでください
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映像紹介

BIM活用事例映像をご紹介します
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作業体制
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作業体制
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BIM運用
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使用したBIMツール・CDEツール
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取組みの概要
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建設プロセスにおける一貫BIM活用
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取組みの概要（ワークフロー）
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3次元形状の外装膜・構造躯体の決定と確認
（設計）
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3次元形状の鉄骨,下地材,仮設材の確認と決定
（施工）
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パラメトリックツール活用
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パラメトリックツール活用 帳票出力
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中間梁・柱ガセットプレートモデルの作成ルール

① ガセットプレートは梁の下側ウェ
ブ面に配置

② 梁とガセットプレートの接着距離
は梁の端部から200㎜

③ ガセットプレートの厚さは12㎜
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アルゴリズム
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単管パイプ・山留材納まり検討
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3Dプリンタ活用
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膜材納まり検討
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鉄骨ファブ連携
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鉄骨ファブ工場検査
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総合仮設計画
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工事ステップ
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数量算出
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連携した専門工事会社①：太陽工業
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連携した専門工事会社②：カネケン
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取組みの効果

効 果

設計フェーズ
• 繰り返し検討によるモデル更新、意思決定の迅速化
• 検討スケジュールの短縮

施工フェーズ
• 検討や意思決定時の多角的なアプローチ
• BIMモデルによる共通認識が維持できる
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成功要因と工夫点／次回改善点

成功要因 工夫点

設計フェーズ
• BIMモデルを中心とした意思疎通の徹底
• 関係者や専門工事会社とのモデル共有

• パラメトリックツールを活用したモデリング
• CDE環境構築によるモデル共有の迅速化

施工フェーズ
• 一貫してBIMモデルを継続的に利用する
• BIMモデルと連携できるソリューションを
積極活用

• パラメトリックツールを活用したモデリング
• BIM支援部門と工事所の密な連絡体制を保つ

次回改善点

設計フェーズ
• パラメトリックツールプログラム生成の迅速化
• 社外CDE環境構築の課題解決

施工フェーズ • 専門工事会社と双方向のデータ互換性向上
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